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去る 11月 23日、日本国際薬膳師会設立5周年記念大会が東京学士会館で行なわれました。厳かな雰囲気の中、日

本国際薬膳師会副会長の鷲見美智子先生より開会の挨拶が述べられ開幕しました。中国の河南中医学院の韋大文教授

と洪素蘭教授の両教授によるお祝いの言葉や、吉澤加奈子先生による基調講演をはじめ、多くの先生方によるそれぞ

れのご経験に基づいた貴重なお話を伺うことができました。お陰様で150名余りの方にご参加いただき大盛況でした。

また、薬膳レシピコンテストの表彰式も同時に行なわれ、各賞の受賞者には賞状と記念品が贈られました。 

 祝賀パーティでは、日本国際薬膳師会のこれまで 5年間のあゆみが映像で流れ、参加者の皆さんはとても懐かしん

でいらっしゃいました。設立 5周年、まだまだ歩き出したばかりです。今後ともご支援、ご協力の程よろしくお願い

申し上げます。 

 尚、コンテスト参加者による「記念薬膳レシピ集」「記念誌」も発売しております。学院までお問い合わせください。 

URL：http://www.honzou.jp  E-Mail:haiyang@honzou.jp 
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『『『『祝辞祝辞祝辞祝辞』』』』    
本草薬膳学院顧問 鷲見美智子   

 

１０１０１０１０期生及期生及期生及期生及びびびび通信生通信生通信生通信生のののの皆様皆様皆様皆様ごごごご卒業卒業卒業卒業おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます。。。。    

私は以前、短期大学で栄養士を目指す学生達を教えていました。この学院の卒業式を迎える度にそ 

の頃のことを思い出します。卒業していく栄養士には激しく変化する時代の中で、栄養士として働くためには何が必要なのか？何が必

要になっていくのだろうか？食の豊かな日本だからこそ何か必要なことがあるのではないか？基本となる現代栄養学の知識さえ身につ

けていればそれでよいなだろうか？ かれこれ２０年くらい前になると思いますが北京中医薬学院日本分校のことを知り、中医学の理論

というものをまず自分が勉強してみようと入学しました。その頃は全部の授業が中国人講師の中国語の講義の通訳を聞いて理解すると

いう勉強でした。初めて聞く言葉や理論に困惑した記憶があります。理解出来ないながらも勉強を進めていくにつれ中医学の理論のす

ばらしさを理解することができ、現代栄養学と合わせて考えたらいいのではということを考えました。 現在日本人の食環境は世界でも

類を見ないほど恵まれています。問題は１Ｈ５Ｗの何故、何時、誰と、どこで、何を、どのように食べるかということです。心と身体の健康

のための食のありかたに、中医学の理論を上手に取り入れることは真の食生活の豊かさにつながることと考えます。中医学に基づく薬

膳を学んだ私達がまず実践し、周囲の人々にも広めていくことができれば、日本人の心と身体の健康の為に貢献することができるの 

ではないでしょうか？ 皆様も社会人になってからの勉強は、経済的にも時間的にも大変な上に、今まで聞いた 

事の無い言葉や理論に戸惑われたことと思います。でも、それを立派に克服なさり卒業を迎えられたことは、本 

当に立派なことであると、今日はご自分を褒めてあげて下さい。今後、本草薬膳学院で学ばれたものを更に深 

めて力を付けていって下さい。これからのご健闘を心からお祈り申し上げます。 

本日本日本日本日はははは本当本当本当本当におめでとうございますにおめでとうございますにおめでとうございますにおめでとうございます。。。。    
 

 

 

 

 

 

 

 


